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W39a TES型マイクロカロリメータ超伝導薄膜の性能評価
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TES型マイクロカロリメータの開発において、温度計としての TES (Transition Edge Sensor) の製作はエネ
ルギー分解能を決めるキーポイントとなる。TES の感度を高く保つためには不純物のない結晶構造の良い薄膜を
作る必要があり、性能向上に向けて TES の膜質の改善は最重要課題である。我々の開発しているカロリメータ
の TES には Ti/Au の 2層薄膜を用いており、近接効果によって、その膜厚比に応じて転移温度が調整できると
いう利点がある。本研究室にて、昨年末に極めて真空度の良い (∼ 10−7 Pa)超伝導薄膜成膜 (スパッタ)装置を導
入し、性質の優れた TES の成膜を行なえるようになり、この装置の導入によって将来的にこれまでの性能を大
きく上回る素子ができると期待している。現在では、Ti と Au の膜厚比を変化させた TES を 20枚以上作成し、
転移温度を測定することで成膜パラメータを追い込んでいる段階であり、Ti と Au の膜厚比と転移温度の関係も
得られつつある。すでに転移温度 ∼ 100 mK の TES の成膜に成功しており、今後、さまざまな各種パラメータ
の絞り込みを行う。また、熱容量を抑えるために膜厚の薄い TES で転移温度を下げられないかも調べていく予
定である。
本講演では、このスパッタ装置で成膜した TESの性能評価および、今後のカロリメータ構造の製作に向けて

の開発の現状を報告する。


